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化学の発展は人類に多大な物質的恩恵を与えたが、経済面を優先し、環境への影響に気

づかず、残念ながら化学は 「悪」であるかのように扱われた時期があった。近年、グリーン

ケミストリーと呼ばれる「環境にやさしい、環境に負荷をかけない化学」に注目が集まり，

環境調和型反応の開発が盛んに行われている。グリーンケミストリーの発展は化学の「悪」

の面を払拭し、環境にやさしい創薬を実現する鍵として期待される。 

最も基本的な有機反応の一つである酸化反応では，古くから有害なクロムや鉛，水銀，

マンガンなどの重金属を含む酸化剤が一般的に用いられてきた。40 年程前より，重金属酸

化剤に代わる酸化剤として、毒性が低く，取扱いが容易な超原子価ヨウ素化合物が注目され，

さらにこれら独自の新反応が次々と開発され，現在の有機合成化学において無くてはなら

ない反応剤となっている（Fig. 1）。1) しかしながら，これらを用いる反応は化学量論反応で

あり，反応終了後，基質と当量の有機ヨウ素化合物が副生し，廃棄物となる。また，超原子

価ヨウ素化合物は高価で，潜在的な爆発性を持っている。 

 

 

 

 

 

 

2005 年、ついに超原子価ヨウ素が触媒となった（Scheme 1）。2) この方法では、酸化反応

後に副生する有機ヨウ素化合物を他の共存する酸化剤により再び超原子価へ酸化して反応

に用いる。我々の研究室でも効率的で安全な触媒を開発できたので紹介する。 
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